
圓
教
寺
蔵
『
随
心
如
意
輪
経
』（『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』）

翻
刻
と
解
題
―
―
―

澄
憲
『
如
意
輪
講
式
』
と
書
写
山
―
―
―

柴

佳
世
乃

書
写
山
圓
教
寺
（
天
台
宗
、
姫
路
市
）
に
、『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』
な
る
経
典
が
現
存
し
て

い
る
。
近
世
初
期
の
版
経
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
依
拠
し
た
元
本
の
刊
行
に
は
、
南
北
朝
期
に
書
写
山
お
よ
び
都
の
内
外
で
活
躍
し
た

心（
１
）空（

一
三
一
九
〜
一
四
〇
一
）
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
識
語
よ
り
知
ら
れ
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
ほ
か
の
主
要
な
大
蔵
経
に
は

収
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
経
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
撰
述
の
偽
経
と
考
え
ら
れ
る
が
、
興

味
深
い
こ
と
に
本
経
は
、
澄
憲
（
一
一
二
六
〜
一
二
〇
三
）
が
『
如
意
輪
講
式
』
を
制
作
す
る
際
に
依
拠
し
た
経
典
な
の
で
あ
る
。

平
安
末
期
の
天
台
僧
澄
憲
は
、
安
居
院
流
唱
導
の
祖
と
し
て
活
躍
し
、
多
く
の
唱
導
文
献
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
手
に
成
る
講
式

も
い
く
つ
か
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
講
式
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
本
に
『
如
意
輪
講（

２
）式』
が
あ
る
。
諸
本
の
精

査
、
内
容
の
検
討
か
ら
、『
如
意
輪
講
式
』
は
澄
憲
の
作
と
見
て
間
違
い
な
く
、
奥
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、
如
意
輪
信
仰
の
厚
か
っ
た

平
泉
の
藤
原
秀
衡
母
が
澄
憲
に
講
式
制
作
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
澄
憲
は
書
写
山
に
籠
も
っ
て
撰
述
し
た
と
い（

３
）う。

中
尊
寺
に
お
い

て
、
こ
の
『
如
意
輪
講
式
』
を
復
元
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
営
ま
れ
、
二
〇
一
六
年
と
二
〇
一
八
年
の
両
度
に
わ
た
っ
て
復
元
法
要

が
勤
修
さ
れ（

４
）た。
私
も
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
訓
読
や
読
解
を
行
っ
た
が
、「
経
に
云
く
」
と
経
典
を
引
用
し
て
い
る
も
の

（８５）
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の
、
依
拠
し
た
経
典
が
特
定
で
き
な
い
箇
所
が
複
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
式
文
中
に
「
随
心
如
意
輪
経
」
の
名
が
一
箇
所
見
え
る
が
、

こ
れ
に
相
当
す
る
経
典
も
不
明
で
あ
っ
た
。
復
元
作
業
の
過
程
で
、
書
写
山
圓
教
寺
に
て
近
年
復
刻
さ
れ
た
本
経
典
が
手
元
に
あ
っ

た
の
を
思
い
起
こ
し
、
対
照
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
澄
憲
の
引
く
「
随
心
如
意
輪
経
」
は
ま
さ
し
く
本
経
で
あ
り
、
不
明
で
あ
っ
た

「
経
に
云
く
」
の
典
拠
は
、
こ
の
経
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

平
安
末
期
に
は
存
し
、
澄
憲
も
用
い
た
『
随
心
如
意
輪
経
』。
古
代
中
世
の
如
意
輪
観
音
信
仰
は
、
貴
顕
が
尊
崇
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
明
な
こ
と
が
多
い
中
で
、
本
経
典
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、
本
経
が
、
他
な
ら
ぬ
書
写
山
圓

教
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
ま
た
大
き
い
だ
ろ
う
。
澄
憲
が
書
写
山
に
参
籠
し
て
『
如
意
輪
講
式
』
を
制
作
し
た
と
の
伝

承
と
も
符
合
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
本
経
の
重
要
性
に
鑑
み
、
概
要
と
伝
来
、
諸
本
に
関
す
る
解
題
を
付
し
て
翻
刻
紹
介
す
る
。
な
お
、
正

式
名
は
『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』
で
あ
る
が
、
圓
教
寺
本
の
尾
題
に
「
随
心
如
意
輪
心
経
」
と
あ

る
の
も
勘
案
し
な
が
ら
、
澄
憲
が
引
用
す
る
経
典
名
「
随
心
如
意
輪
経
」
に
倣
い
、
略
称
と
し
て
『
随
心
如
意
輪
経
』
を
用
い
た
（
以

下
、『
随
心
如
意
輪
経
』）。

【
解
題
】

本
経
に
は
、
管
見
の
限
り
、
二
本
の
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
。
一
本
は
、
書
写
山
ゆ
か
り
の
心
空
が
関
わ
る
も
の
で
、
も
う
一
本

は
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
に
法
隆
寺
に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵
本
、
後
述
）。
ま
ず
は
、
底

本
と
し
て
紹
介
す
る
書
写
山
本
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
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本
経
典
は
、
書
写
山
周
辺
に
て
、
少
な
く
と
も
二
回
復
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
近
年
の
復
刻
版
と
し
て
、
平
成
八
年
（
一
九

九
六
）
に
、
圓
教
寺
一
四
〇
世
長
吏
大
樹
孝
啓
師
が
一
三
八
世
長
吏
大
樹
承
算
師
（
一
八
九
六
〜
一
九
八
〇
、
孝
啓
師
の
父
）
の
十

七
回
忌
に
寄
せ
て
、
承
算
師
が
所
持
し
て
い
た
経
本
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
復
刻
経
本
に
導
か
れ
て
、
本
経
の
存
在

を
知
っ
た
。
そ
し
て
今
一
つ
は
、
そ
の
原
本
の
近
世
前
期
刊
本
（
す
な
わ
ち
承
算
師
所
持
本
）
で
あ
る
。
平
成
八
年
版
を
遡
る
こ
と

三
百
年
余
り
、
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）正
月
十
八
日
に
書
写
山
東
麓
の
如
意
輪
寺
実
胤
に
よ
っ
て
復
刻
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
現
時
点
に
お
い
て
は
、
圓
教
寺
に
は
、
元
禄
七
年
刊
本
の
元
に
な
っ
た
経
本
の
所
蔵
は
確
認
で
き
な
い
。

平
成
八
年
版
の
末
尾
に
、
大
樹
孝
啓
師
に
よ
る
復
刻
し
た
際
の
解
説
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
復
刻
の
経
緯
が
よ
く
知
ら
れ
る
の

で
、
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
九
月
廿
日
、
御
廟
堂
開
山
性
空
上
人
の
御
像
の
前
で
、
院
宣
、
将
軍
足
利
義
満
御
教
書
が
開
読
さ

れ
、
こ
の
日
よ
り
書
寫
山
圓
教
寺
は
、
女
人
登
山
停
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
申
請
し
た
人
が
善
法
寺
住
持
慈
伝
（
心
空
）
上
人

で
あ
っ
た
。
心
空
上
人
は
姫
路
市
妻
鹿
の
人
で
、
十
四
歳
の
と
き
書
寫
山
圓
教
寺
蓮
華
坊
快
運
に
つ
い
て
出
家
得
度
、
熱
心
に

学
問
し
た
が
廿
六
歳
の
と
き
に
は
書
寫
山
を
離
れ
て
東
国
を
行
脚
し
た
。
三
十
六
歳
の
と
き
に
京
都
法
勝
寺
恵
鎮
上
人
・
慈
威

和
尚
に
師
事
し
た
。
公
家
・
武
家
諸
寺
の
諸
門
跡
と
の
交
際
も
深
く
、
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
仙
洞
に
て
法
華
経
を
談
義
し

た
と
き
に
は
、
多
く
の
明
匠
、
山
門
・
寺
門
・
東
寺
等
の
門
跡
も
あ
つ
ま
っ
た
。
青
蓮
院
尊
道
親
王
、
妙
法
院
堯
仁
親
王
、
梶

井
の
明
承
親
王
、
特
に
聖
護
院
覚
増
親
王
か
ら
非
常
な
敬
信
を
う
け
た
。
晩
年
七
十
二
歳
の
と
き
に
書
寫
山
に
も
ど
り
昔
修
行

し
た
蓮
華
坊
に
居
住
し
た
。
圓
教
寺
記
に
は
開
山
性
空
上
人
の
再
来
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
本
は
山
麓
東
坂
本
女
人
堂
（
如
意
輪
寺
）
の
實
胤
が
復
刻
し
た
も
の
で
、
第
百
三
十
八
世
長
吏
承
算
が
伝
え
残
し
た
も

（８７）
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の
が
当
寺
で
は
唯
一
と
さ
れ
、
こ
れ
が
手
元
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
使
命
を
負
わ
さ
れ
た
の
も
同
然
で
あ
り
、
先
徳
が

連
綿
と
伝
え
て
き
た
も
の
を
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま
う
責
任
は
重
い
。
性
空
上
人
開
基
以
来
一
千
余
年
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
い
つ

の
時
代
も
修
理
の
連
続
で
あ
っ
た
。
昭
和
に
入
っ
て
も
平
成
ま
で
続
け
ら
れ
た
山
上
の
大
規
模
建
造
物
の
修
理
を
終
え
た
こ
の

年
、
奇
し
く
も
高
祖
天
台
智
者
大
師
一
千
四
百
年
遠
忌
、
重
ね
て
第
百
三
十
八
世
長
吏
の
十
七
回
忌
に
あ
た
る
こ
の
年
に
、
御

仏
の
加
護
、
先
徳
へ
の
想
い
深
く
、
書
寫
山
「
平
成
大
法
要
」
を
記
念
し
て
改
め
て
限
定
二
百
部
を
復
刻
し
、
有
縁
の
方
々
に

配
布
し
た
。

平
成
八
年
四
月
廿
七
日

書
寫
山
圓
教
寺
第
百
四
十
世
長
吏

大
樹
孝
啓

右
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
承
算
師
所
持
の
経
本
に
は
、
南
北
朝
期
の
書
写
山
ゆ
か
り
の
僧
心
空
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
奥
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
云
、
応
永
第
八
〈
辛
巳
〉
正
月
十
八
日
、
且
仰
本
尊
大
悲
之
誓
願
、
且
任
若
樹
若
石
之
聖
言
、
請
一
山
大
衆
浄
財
、
命
工
刊

板
、
安
置
書
写
山
如
意
輪
堂
。
伏
乞
伽
藍
常
住

仏
日
増
光

法
宝
怛
鎮

継
燭
不
断

大
衆
和
合

住
四
安
楽

修
一
乗
行

得
浄
諸
根

一
生
之
中

入
妙
覚
位
而
已

善
法
住
持
沙
門
心
空
謹
誌

此
経
湮
没
年
尚
矣
。
偶
得
心
空
上
人
之
印
本
、
謹
書
写
之
以
鏤
梓
。
伏
冀
令
法
久
住
、
流
伝
此
経
、
人
人
会
円
通
性
海
、
個
個

得
如
意
宝
珠
。
維
時
元
禄
第
七
〈
甲
戌
〉
載
孟
春
十
八
日

播
陽
書
写
山
東
麓
如
意
輪
寺
住
持
実
胤
敬
誌
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書
肆

播
州

春
曙
堂

板

（
後
掲
翻
刻
３１１
〜
３２３
行
目
。
私
に
句
読
点
を
付
し
た
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
心
空
は
、
本
尊
如
意
輪
観
音
へ
の
信
仰
と
仏
法
興
隆
存
続
の
願
を
掲
げ
、
経
本
を
刊
行
し
て
如
意
輪
堂
に
安
置
し

た
と
い
う
。
心
空
は
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
閏
正
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
経
を
刊
行
し
て
ひ
と
月
も
経
た
な
い
う

ち
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
時
を
経
て
近
世
初
期
に
、
書
写
山
東
坂
本
の
如
意
輪
寺
（
書
写
山
女
人
堂
と
も
号
し
、
女
人
登
山
停
止

と
な
っ
た
後
の
山
麓
の
参
拝
中
核
を
担
っ
た
）
の
住
持
で
あ
っ
た
実
胤
が
、「
湮
没
」
す
な
わ
ち
跡
形
も
な
く
消
え
埋
も
れ
て
い
た

本
経
を
こ
の
心
空
本
に
よ
っ
て
見
出
し
、
復
刻
し
た
と
い
う
。
応
永
八
年
正
月
十
八
日
の
版
に
合
わ
せ
て
、
実
胤
は
同
月
同
日
の
正

月
十
八
日
に
復
刻
を
為
し
て
い
る
（
十
八
日
は
観
音
の
縁
日
に
あ
た
る
）。
ち
な
み
に
播
州
の
書
肆
と
い
う
「
春
曙
堂
」
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
実
に
二
百
九
十
三
年
を
経
て
甦
っ
た
経
本
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
三
百
年
ご
と
に
再
発
見
さ
れ
価
値

が
見
出
さ
れ
て
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
感
慨
深
い
。

な
お
、
如
意
輪
寺
そ
の
も
の
に
も
、
経
本
の
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
西
川
實
英
師
（
当
時
如
意
輪
寺
住
職
）

に
よ
っ
て
心
空
の
事
績
が
ま
と
め
ら
れ
た
文（

５
）章に
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

隨
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経

（
隨
心
如
意
輪
心
経
）

如
意
輪
寺
蔵

本
経
は
四
千
八
百
八
十
三
字
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
因
に
法
華
経
普
門
品
は
二
千
九
十
一
字
で
あ
る
。
そ
の
跋
文
に
…（
以
下
略
。

心
空
に
関
わ
る
跋
文
と
如
意
輪
寺
実
胤
の
識
語
を
掲
載
す
る
）

こ
こ
に
は
如
意
輪
寺
蔵
の
『
随
心
如
意
輪
経
』
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
経
末
の
一
紙
の
み
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
圓
教
寺
蔵

（８９）
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本
と
一
見
同
じ
文
字
・
体
裁
な
が
ら
、
よ
く
見
る
と
句
切
り
点
の
付
さ
れ
た
位
置
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
同
経
で
あ
る
も
の
の

板
刻
が
異
な
る
と
推
測
さ
れ
（
い
ず
れ
か
が
後
刻
本
か
）、
書
写
山
周
辺
で
複
数
回
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
掲
載
写
真
一
葉
か
ら
し
か
わ
か
ら
ず
、
詳
し
い
調
査
検
討
は
後
日
を
期
し
た
い
。

さ
て
、
本
経
の
流
布
や
伝
来
、
享
受
の
様
相
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
澄
憲
が
講
式
述
作
の
際

に
、「
随
心
如
意
輪
経
」
と
経
典
名
を
挙
げ
て
引
用
し
、
よ
く
知
ら
れ
た
『
仏
説
観
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
経
』『
七
星
如
意
輪
秘

密
要
経
』
な
ど
と
並
べ
て
こ
の
『
随
心
如
意
輪
経
』
を
複
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
引
用
し
て
い（

６
）る事

実
は
、
本
経
が
少
な
く
と
も
平
安

末
期
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
澄
憲
が
経
名
を
掲
げ
て
引
用
す
る
一
箇
所
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

フ
ラ
ス

准
ス
ル
ニ

随
心
如
意
輪
経
ニ

一

云
、
是
レ

能
ク

雨
於
無
量
ノ

財
宝
ヲ

一

如
意
宝
珠
也
。
速
カ
ニ

得
ル
カ

世
間
ノ

一
切
財
ヲ

一

故
文
。

（『
如
意
輪
講
式
』
第
六
「
如
意
福
徳
門
」。
引
用
は
大
覚
寺
蔵
本
に
よ
る
。
傍
線
は
引
用
者
）

当
の
『
随
心
如
意
輪
経
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
経
文
が
存
す
る
。

是
能
雨
於
無
量
財
宝
。
如
意
宝
珠
。
一
切
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
速
得
世
財
故
。
是
能
出
生
。

（
後
掲
翻
刻
６３
〜
６４
行
目
）

「
随
心
如
意
輪
経
に
准
ず
る
に
云
く
」
と
す
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
原
文
通
り
の
引
用
で
は
な
く
、
後
半
は
取
意
に
よ
る
多
少
の
改

変
が
あ
る
こ
と
（
該
当
経
文
に
点
線
を
付
し
た
）
を
意
味
し
て
い
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
澄
憲
が
本
経
に
拠
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
、
経
典
名
は
示
さ
な
い
も
の
の
、
本
経
に
依
拠
し
た
引
用
が
『
如
意
輪
講
式
』
全
体
に
見
出
せ
る
。

『
如
意
輪
講
式
』
は
全
七
段
に
わ
た
り
、
如
意
輪
観
音
の
世
界
と
そ
の
功
徳
を
細
微
に
わ
た
っ
て
説
く
も
の
で
、
経
文
引
用
に
も

周
到
な
考
慮
が
為
さ
れ
て
い
る
。
澄
憲
に
よ
る
極
上
の
文
章
で
綴
ら
れ
た
本
講
式
は
、
如
意
輪
信
仰
の
全
体
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
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る
も
の
で
あ
る
。『
如
意
輪
講
式
』
の
諸
本
（
鎌
倉
期
写
本
）
の
い
く
つ
か
に
は
、
澄
憲
が
撰
述
の
依
頼
を
受
け
て
二
七
日
（
十
四

日
間
）
書
写
山
に
籠
も
っ
て
作
成
し
た
と
の
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
覚
寺
本
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

交
本
云
、

本
云
、
依
陸
奥
秀
衡
之
母
請
、
延
暦
寺
澄
憲
僧
都
所
作
也
。
或
人
云
、
秀
衡
之
母
、
年
来
此
如
意
輪
観
音
を
恭
敬
供
養
ス
。
此

式
を
い
か
ゝ
し
て
か
ゝ
せ
ん
と
思
と
こ
ろ
に
、
澄
憲
僧
都
を
聞
之
て
、
金
一
馬
を
贖
労
し
て
誂
之
。
其
時
、
澄
憲
、
籠
書
寫

山
、
二
七
日
之
間
致
精
誠
書
之
云
々
。

（
大
覚
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』〈
鎌
倉
写
〉
の
奥
書
）

『
如
意
輪
講
式
』
は
、
書
写
山
圓
教
寺
に
も
伝
わ
っ
て
お（

７
）り（

二
本
が
現
存
す
る
）、
平
安
末
期
の
書
写
山
を
取
り
巻
く
状
況
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
澄
憲
が
参
籠
し
て
作
成
し
た
と
の
由
緒
は
単
な
る
伝
承
と
の
み
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
こ
こ
に
、
澄
憲
が
依
拠
し
た
『
随
心
如
意
輪
経
』
そ
の
も
の
が
書
写
山
圓
教
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
本
経
は
、
如
意
輪
観
音
の
誓
願
や
功
徳
を
説
く
も
の
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
如
意
輪
観
音
の
世
界
を
知
ら
し
め
る
興
味
深
い

経
典
で
あ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
開
山
性
空
上
人
（
九
一
〇
〜
一
〇
〇
七
）
が
感
得
し
て
彫
ら
せ
た
と
い
う
生
木
の
如
意
輪

観
音
像
に
端
を
発
す
る
、
如
意
輪
信
仰
さ
か
ん
な
書
写
山
の
周
辺
が
生
成
に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
別
本
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
識
語
（
版
経
識
語
）
を
有
す
る
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵（

８
）本

で
あ
る
。
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

内
題
「
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
」、
尾
題
「
随
心
如
意
輪
心
経
」。

外
題
「
如
意
輪
陀
羅
尼
経
」（
朱
書
）。
も
と
版
経
・
巻
子
本
（
一
軸
）
を
折
本
（
経
本
）
に
仕
立
て
た
も
の
。
外
題
は
そ
の
折

（９１）

圓
教
寺
蔵『
随
心
如
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輪
経
』（『
随
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珠
転
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秘
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在
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尼
経
』）翻
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（
お
そ
ら
く
明
治
期
）
に
付
さ
れ
た
か
。

縦
二
十
四
・
八
糎
、
横
十
・
四
糎
（
現
在
の
折
本
の
幅
）。

版
経
識
語
「
嘉
慶
第
二
戊
辰
歳

秋
冬
雨
節
刻
彫
之
／
奉
納
法
隆
学
問
寺

摸
写
流
布
利
群
生
」。

伝
来
に
関
す
る
奥
書
「
明
治
十
五
年
八
月
廿
一
日

弘
道
求
之
／
法
隆
寺
本
町
山

峰
氏
ニ
テ
（
以
上
墨
書
）／
維
時
明
治
三

十
年
三
月
十
九
日
従
和
上
受
之

弘
然
経
蔵
（
以
上
朱
書
）」

全
体
に
墨
書
で
訓
点
、
読
み
仮
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
明
治
期
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
版
経
そ
の
も
の
は
中
世
に

遡
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
文
字
句
や
行
取
り
は
、
圓
教
寺
蔵
近
世
版
経
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
一
部
行
取
り
が
異
な
っ
た
り
、
用

字
が
数
字
異
な
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
嘉
慶
二
年
と
は
ま
さ
に
心
空
の
時
代
に
重
な
り
、
心
空
本
を
想
定
さ
せ
る
も
の
だ

が
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
法
隆
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
点
で
伝
来
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
存

最
古
の
当
該
経
本
で
あ
り
、
書
写
山
に
の
み
伝
来
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
伝
わ
っ
た
本
が
現
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
随
心
如
意
輪
経
』
の
伝
来
は
、
澄
憲
周
辺
や
書
写
山
あ
る
い
は
法
隆
寺
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
中
世
の
書
物
の
中
に
本
経
を
引
い
て
い
る
例
が
僅
か
な
が
ら
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

『
白
宝（

９
）抄』（
弘
安
三
年
〈
一
二
八
〇
〉、
澄
円
撰
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〇
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
云
。
爾
時
会
中
有
大
菩
薩
名
施
無
畏
大
悲
荘
厳
者
如
意
輪
観
自
在
菩

薩
ト

一

。
大
悲
薫
身
福
智
円
満
百
福
荘
厳
セ
リ

。
位
居
等
覚
文
。

（
如
意
輪
観
音
法

上
）
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〇
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼 （「

経
」の
誤
り
か
）

注

云
。
我
現
ス

六
臂
荘
厳
体
ヲ

一

。
大
悲
誓
願
深
如
海
。
経
劫
テ

無

量
阿
僧
祇
。
悲
愛
衆
生
如
一
子
。
今
世
後
世
能
施
楽
ヲ

一

。
三
世
諸
仏
慈
悲
水
。
皆
融
皆
円
皆
凝
湛
。
悉
入
我
独
大
悲
海
。
大
悲

三
昧
思
惟
手
。
難
キ

�

度
シ

衆
生
ヲ

能
ク

度
相
也

。
大
悲
三
昧
按
山
手
。
八
風
不
動
利
他
相
ナ
リ

。
大
悲
三
昧
蓮
華
手
。
能
示
衆
生
ノ

不

染
相
也

。
大
悲
三
昧
如
意
手
。
願
求
衆
生
能
満
相
。
大
悲
三
昧
金
輪
手
。
能
転
法
輪
滅
罪
相
。
大
悲
三
昧
数
珠
手
。
三
途
衆
生

離
苦
相
。

（
如
意
輪
観
音
法

上
）

〇
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
タ
ラ
尼
経
云
。
若
誦
如
意
宝
珠
大
神
咒
者
。
身
体
在
穢
国
ニ

一

。
心
神
ハ

遊
楽
。

諸
仏
刹
土
文
。

又
云
。
若
欲
修
此
法
ヲ

一

者
ハ

昼
夜
常
不
息
一

。
若
誦
百（

１０
）八返

。
現
身
ニ

必
得
見
。
観
自
在
菩
薩
荘
厳
色
身
ヲ

一
文
。

ヒ
ト
シ
モ
ノ

又
云
。
是
咒
ハ

諸
物
持
タ
ラ
尼
ノ

中
。
最
為
第
一
無
有
コ
ト

余
明
咒
ノ

。
与
此
大
如
意
宝
珠
満
願
王
咒
一

等
者
一

。
若
有
テ

衆
生
。
於

未
来
世
。
誦
持
此
咒
ヲ

一

者
。
以
ノ

本
願
故
。
我
来
テ

其
人
前
ニ

一

。
随
所
望
ノ

意
ニ

一

。
令
満
一
切
。
無
量
ノ

大
願
ヲ

一

。
若
少
若
多
。

不
ト
イ
ハ

果
遂
其
悉
地
一

者
。
不
得
名
テ

為
コ
ト
ヲ

如
意
宝
珠
大
秘
密
咒
ト

一

○
文
。

（
一
字
空
欄
）

又
云
。
名
為
如
意
摩
尼
宝
珠
随
願

□

宝
大
根
本
秘
密
咒
文
。

（
マ
マ
）

又
云
。
若
三
千
大
千
世
界
中
。
一
切
衆
生
得
聞
是
タ
ラ
尼
者
。
無
量
劫
中
。
所
化
罪
障
。
一
時
断
壊
更
無
遺
余
文
。

又
云
。
是
タ
ラ
ニ
ハ
三
世
仏
母
ナ
リ

。
一
切
諸
仏
。
従
是
生
故
。
是
妙
法
ノ

蔵
也

。
一
切
法
門
。
皆
帰
此
咒
故
文
。

（
如
意
輪
観
音
法

下
）

右
の
三
箇
所
（
計
八
箇
所
）
に
わ
た
っ
て
「
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
」
の
経
名
を
引
き
つ
つ
、
経

（９３）

圓
教
寺
蔵『
随
心
如
意
輪
経
』（『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』）翻
刻
と
解
題
―
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文
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
随
心
如
意
輪
経
』
中
の
経
文
で
あ
り
、
一
箇
所
目
は
後
掲
翻
刻
の
２６
行
目
か
ら
２８
行
目
、

二
箇
所
目
は
１８２
行
目
か
ら
１９１
行
目
に
合
致
す
る
。
さ
ら
に
三
箇
所
目
は
、
ま
と
め
て
い
く
つ
か
の
部
分
を
引
用
す
る
。
順
に
示
せ

ば
、
２９３
行
目
か
ら
２９４
行
目
、
２５０
行
目
か
ら
２５２
行
目
、
１１８
行
目
か
ら
１２３
行
目
、
３９
行
目
か
ら
４０
行
目
、
４５
行
目
か
ら
４７
行
目
、
５１
行
目

か
ら
５３
行
目
の
五
箇
所
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
（
若
干
の
文
字
の
異
な
り
が
存
す
る
が
書
写
に
よ
る
誤
り

と
見
な
し
得
る
）。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
澄
円
（
な
い
し
天
台
記
家
と
呼
ば
れ
る
学
僧
の
集
団
）
の
近
く
に
は
、
こ
の
経
が
確
か
に
存

し
、
参
照
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。『
白
宝
抄
』
は
澄
憲
の
時
代
か
ら
は
降
る
も
の
だ
が
、
澄
憲
の
時
代
か
ら
南
北
朝
期

ま
で
を
繋
ぐ
貴
重
な
一
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
は
偶
々
点
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
学
僧
た
ち
の
往
還
の
中

で
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
脈
に
お
い
て
伝
播
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
書
写
山
と
い
う
場
が
関
係
し
て
い

る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。

＊

本
経
の
経
文
は
、
経
そ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
流
布
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
澄
憲
の
『
如
意
輪
講
式
』
を
通
じ
て
伝
播
享

受
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
澄
憲
に
よ
る
具
体
的
な
経
文
引
用
の
実
態
や
伝
播
享
受
の
様
相
に
つ
い
て
は
別
稿
に
論
ず
る
こ
と
と

し
、
ま
ず
は
そ
の
資
料
的
価
値
に
鑑
み
、『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』
を
書
写
山
圓
教
寺
蔵
本
に
よ

り
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
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注（
１
）
心
空
に
つ
い
て
は
、
柴
佳
世
乃
「
伏
見
宮
と
法
華
経
談
義
―
心
空
・
鎮
増
と
の
関
わ
り
に
及
ん
で
―
」（
松
岡
心
平
編
『
看
聞
日
記

と
中
世
文
化
』
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
２
）
佐
々
木
邦
世
が
平
泉
と
関
わ
る
重
要
な
講
式
と
し
て
紹
介
し
、
翻
刻
・
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
邦
世
「
よ
み
が
え
る
「
信

の
風
光
」
―
秀
衡
の
母
請
託
『
如
意
輪
講
式
』
を
読
む
―
」
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
『
論
集
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
五
月
）。

（
３
）
柴
「
澄
憲
と
『
如
意
輪
講
式
』
―
そ
の
資
料
的
価
値
へ
の
展
望
―
」（
小
峯
和
明
監
修
・
シ
リ
ー
ズ
「
日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
」

第
五
巻
『
資
料
学
の
現
在
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）、
柴
「
澄
憲
と
講
式
―
『
如
意
輪
講
式
』
を
起
点
と
し
て
―
」（『
仏
教
文
学
』

四
四
号
、
二
〇
一
九
年
四
月
）
ほ
か
に
論
じ
た
。

（
４
）
中
尊
寺
本
堂
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
六
日
に
三
門
復
元
法
要
が
、
二
〇
一
八
年
九
月
三
〇
日
に
全
七
門
復
元
法
要
が
一
山

を
あ
げ
て
勤
修
さ
れ
た
（
導
師
・
山
田
俊
和
貫
首
）。
中
尊
寺
「
如
意
輪
講
式
」
法
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
中
尊
寺
『
関
山
』
二
二
号
（『
如

意
輪
講
式
』
特
集
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
）
に
経
緯
と
概
要
が
詳
し
い
。

（
５
）
西
川
實
英
師
「
心
空
上
人
と
鎮
増
国
師
」（
如
意
輪
寺
に
よ
る
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
の
心
空
版
『
妙
法
蓮
華
経
』
復
刻
本
に
付

さ
れ
た
解
説
文
。
も
と
は
平
成
三
年
度
『
天
台
兵
庫
』
二
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
と
い
う
）。
本
資
料
に
つ
い
て
は
大
樹
玄
承
師
に
教

示
を
賜
っ
た
。

（
６
）
「
経
云
」
と
す
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
経
典
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
７
）
柴
「
書
写
山
圓
教
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
」（
千
葉
大
学
『
人
文
研
究
』
四
六
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（
８
）
本
経
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
聡
氏
の
示
唆
を
得
た
。
身
延
山
大
学
図
書
館
通
信
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
平
成
十
九
年
夏
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
貴
重
書
紹
介
『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』」
の
記
事
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
、
こ
れ
が
『
随
心
如
意
輪
経
』
で
あ
る
こ
と
の
判
明
に
つ

な
が
っ
た
。

（９５）

圓
教
寺
蔵『
随
心
如
意
輪
経
』（『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』）翻
刻
と
解
題
―
―
―

澄
憲『
如
意
輪
講
式
』と
書
写
山
―
―
―



（
９
）
『
大
正
新
修
大
蔵
経

図
像
部
』
第
十
巻
所
収
。
な
お
、『
大
正
蔵
』
で
は
訓
点
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
底
本
で
あ
る
叡
山
文
庫
所

蔵

毘
沙
門
堂
蔵
本
（
澄
円
の
識
語
有
り
、
享
保
十
年
書
写
）
を
閲
覧
参
照
し
て
、
毘
沙
門
堂
本
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
。

（
１０
）
「
百
八
」
は
、
経
文
に
は
「
八
百
」（
翻
刻
２５１
行
目
）
と
あ
る
。

【
書
誌
】

内
題
「
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
」。
外
題
な
し
。
尾
題
「
随
心
如
意
輪
心
経
」。

折
本
（
経
本
）。
紺
色
表
紙
。
三
十
三
折
。
法
量

紙
高

二
十
三
・
五
糎
、
一
折
幅

八
・
五
糎
。
料
紙

楮
紙
（
雲
英
入
り
）。

近
世
前
期
刊
（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
正
月
十
八
日
、
書
写
山
東
麓
の
如
意
輪
寺
実
胤
の
復
刻
刊
行
、
書
肆
は
播
州
の
春
曙
堂
）。

末
尾
に
「
大
樹
承
算
」
の
墨
印
あ
り
（
圓
教
寺
百
三
十
八
世
承
算
師
の
所
持
本
）。

〇
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
復
刻
版
の
書
誌
は
、
以
下
の
通
り
。

内
題
「
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
」。
外
題
「
如
意
宝
珠
根
本
陀
羅
尼
経
」（
題
簽
）。
尾
題
「
随
心
如

意
輪
心
経
」。

折
本（
経
本
）。
朱
・
金
の
布
張
り
表
紙
。
四
十
一
折
。
法
量

紙
高

二
十
六
・
四
糎
、
一
折
幅

八
・
八
糎
。
料
紙

黄
麻
紙
。

圓
教
寺
百
四
十
世
大
樹
孝
啓
師
に
よ
る
復
刻
（
原
本
を
若
干
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
経
本
の
大
き
さ
、
一
紙
あ
た
り
の
行
数
な
ど
の

体
裁
は
異
な
る
が
、
文
字
・
行
取
り
な
ど
は
原
本
の
ま
ま
）。
経
帙
あ
り
（
外
題
「
如
意
宝
珠
根
本
陀
羅
尼
経
」〈
題
簽
〉）。
外
題
は

経
本
・
経
帙
と
も
に
、
復
刻
時
に
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
。
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＊
翻
刻
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
行
取
り
は
底
本
通
り
と
し
、
行
頭
に
、
冒
頭
か
ら
の
行
数
を
示
し
た
。

一
、
句
切
り
点
は
、
底
本
通
り
に
付
し
た
。

一
、
二
行
分
か
ち
書
き
は
、〈

〉
で
示
し
た
。

＊
翻
刻
の
後
に
、
底
本
影
印
お
よ
び
参
考
と
な
る
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵
本
の
写
真
を
掲
げ
た
。

付
記書

写
山
圓
教
寺
に
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と
紹
介
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
圓
教
寺
執
事
長
大
樹
玄
承
師
に
は
、
資
料
閲

覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
の
み
な
ら
ず
、
有
益
な
教
示
を
多
々
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
身
延
山
大
学
図
書
館
に
も
、
貴
重
な

資
料
の
閲
覧
と
紹
介
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
研
究
・
萌
芽１７K１８４７８

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

１

随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本

陀
羅
尼
経

如
是
我
聞
。
一
時
薄
伽
梵
。
住
伽
栗
斯
山
中
。
与
大

（９７）

圓
教
寺
蔵『
随
心
如
意
輪
経
』（『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』）翻
刻
と
解
題
―
―
―

澄
憲『
如
意
輪
講
式
』と
書
写
山
―
―
―



菩
薩
。
声
聞
縁
覚
。
天
龍
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
修
羅
。
迦

５

楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩

羅
伽
。
人
非
人
等
倶
。
皆
是
無

不
。
大
法
王
子
。
大
智
舎
利
弗
。
而
為
上
首
。
有
無
量

大
声
聞
衆
。
観
自
在
菩
薩
。
而
為
上
首
。
有
八
万
大

菩
薩
等
。
梵
王
帝
釈
。
而
為
上
首
。
有
無
量
三
界
天

人
。
沙
竭
羅
龍
王
。
而
為
上
首
。
有
百
千
恒
河
沙
。
諸

１０

大
龍
王
。
僧
慎
爾
耶
薬
叉
神
。
而
為
上
首
。
有
無
量

無
辺
。
大
薬
叉
神
。
諸
根
清
浄
乾
闥
婆
王
。
而
為
上

首
。
有
千
万
那
由
他
。
乾
闥
婆
衆
。
広
大
妙
弁
阿
修

羅
王
。
而
為
上
首
。
有
千
万
億
阿
修
羅
衆
。
如
意
宝

光
迦
楼
羅
王
。
而
為
上
首
。
有
恒
河
沙
。
迦
楼
羅
衆
。

１５

悦
意
楽
音
緊
那
羅
王
。
而
為
上
首
。
有
那
庾
他
。
緊

那
羅
衆
。
遊
戯
神
通
摩

羅
王
。
而
為
上
首
。
有
九

万
八
千
摩

羅
衆
。
転
輪
聖
王
。
而
為
上
首
。
有
無

量
那
由
他
。
千
子
眷
属
。
波
斯
匿
王
。
而
為
上
首
。
有

百
千
那
由
他
。
諸
大
国
王
。
殊
勝
妙
顔
夫
人
。
而
為

２０

上
首
。
有
無
量
夫
人
。
路
伽
耶
治
外
道
。
而
為
上
首
。
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有
無
数
大
外
道
衆
。
毘
盧
陀
伽
大
鬼
。
而
為
上
首
。

有
恒
河
沙
等
。
大
鬼
神
王
。
金
色
師
子
王
。
而
為
上

首
。
有
無
量
禽
獣
諸
王
。
如
是
等
。
無
量
大
衆
。
以
無

量
百
千
万
億
。
種
種
妓
楽
。
讃
歎
如
来
。
恭
敬
合
掌
。

２５

遶
仏
百
千
匝
。
各
頂
礼
仏
足
。
退
座
一
面

爾
時
会
中
。
有
大
菩
薩
。
名
施
無
畏
。
大
悲
荘
厳
者
。

如
意
輪
観
自
在
菩
薩
。
大
悲

身
。
福
智
円
満
。
百

福
荘
厳
。
位
居
等
覚
。
金
容
如
満
月
。
過
優
曇
華
。
以

福
智
業
。
利
益
一
切
。
大
光
照
十
方
。
歴
劫
阿
僧
祇
。

３０

於
。
生
死
海
。
作
大
船
師
。
常
説
甘
露
法
。
令
諸
衆
生
。

入
解
脱
門
。
於
三
大
阿
僧
祇
劫
。
為
度
衆
生
故
。
勤

修
八
万
四
千
波
羅
蜜
。
三
世
劫
中
。
成
等
正
覚
。
過

去
久
遠
。
證
妙
覚
位
。
名
曰
正
法
明
如
来
。
現
在
賢

劫
。
登
等
覚
位
。
正
観
自
在
菩
薩
是
也
。
未
来
際
劫
。

３５

無
量
寿
仏
。
滅
度
之
後
。
亦
是
菩
薩
。
次
其
当
成
。
無

上
世
尊
。
名
曰
普
光
功
徳
山
王
。
応
正
等
覚
。
因
円

果
満
。
住
寿
凝
然
。
観
世
音
菩
薩
。
即
従
座
起
。
偏

（９９）

圓
教
寺
蔵『
随
心
如
意
輪
経
』（『
随
心
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
観
自
在
菩
薩
根
本
陀
羅
尼
経
』）翻
刻
と
解
題
―
―
―

澄
憲『
如
意
輪
講
式
』と
書
写
山
―
―
―



右
肩
。
合
掌
向
仏
。
而
作
是
言
。
世
尊
我
有
大
陀
羅

尼
。
神
妙
章
句
。
世
間
所
希
有
。
名
為
広
大
。
如
意
摩

４０

尼
宝
珠
。
随
願
雨
宝
。
大
根
本
秘
密
咒
。
唯
願
如
来

聴
許
我
説
。
当
演
説
之
。
仏
告
観
自
在
菩
薩
言
。
善

哉
善
哉
。
汝
為
一
切
衆
生
。
欲
説
此
陀
羅
尼
。
抜
出

生
死
苦
。
願
汝
随
意
。
当
説
此
咒
。
観
自
在
菩
薩
。
白

仏
言
。
善
哉
世
尊
。
赦
我
所
説
。
我
今
為
一
切
。
百
千

４５

衆
生
。
当
説
此
陀
羅
尼
。
秘
密
章
句
。
所
以
者
何
。
若

三
千
大
千
世
界
中
。
一
切
衆
生
。
得
聞
是
陀
羅
尼

者
。
無
量
劫
中
。
所
犯
罪
障
。
一
時
断
壊
。
更
無
遺
余
。

何
況
一
劫
。
乃
至
半
劫
。
千
生
十
生
。
乃
至
一
生
。
十

年
五
年
。
乃
至
一
年
。
十
月
五
月
。
乃
至
一
月
。
十
日

５０

五
日
。
乃
至
一
日
。
其
中
所
作
。
少
分
罪
障
。
此
等
消

滅
。
猶
如
劫
火
。
焚
焼
少
斤
。
世
尊
是
陀
羅
尼
。
三
世

仏
母
。
一
切
諸
仏
。
従
是
生
故
。
是
妙
法
蔵
。
一
切
法

門
。
皆
帰
此
咒
故
。
是
十
方
諸
仏
。
最
勝
秘
密
蔵
。
一

切
諸
仏
。
所
有
功
徳
。
皆
摂
此
咒
故
。
是
一
切
菩
薩
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５５

趣
大
菩
提
。
真
実
正
道
。
無
量
菩
薩
。
従
是
密
路
。
至

究
竟
故
。
是
三
世
諸
仏
。
自
受
法
楽
。
微
妙
宝
宮
。
無

量
如
来
。
住
是
陀
羅
尼
門
。
受
法
楽
故
。
是
一
切
凡

夫
。
入
如
来
地
。
頓
悟
法
門
。
無
量
衆
生
。
得
聞
是
咒
。

頓
證
無
上
。
大
菩
提
故
。
是
饒
益
一
切
有
情
。
無
尽

６０

宝
庫
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
速
得
無
量
。
微
妙
珍

財
故
。
是
能
引
諸
。
一
切
有
情
。
詣
菩
提
樹
下
。
自
然

導
師
。
一
切
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
早
詣
道
樹
下
。
成
正

覚
故
。
是
能
雨
於
無
量
財
宝
。
如
意
宝
珠
。
一
切
衆

生
。
誦
是
咒
者
。
速
得
世
財
故
。
是
能
出
生
。
一
切
功

６５

徳
。
根
本
徳
海
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
早
顕
無
量

功
徳
相
好
故
。
是
能
断
絶
。
一
切
世
間
。
悪
業
毛
縄
。

大
智
利
剣
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
速
離
三
毒
故
。

是
能
施
与
。
一
切
所
求
。
無
上
宝
蔵
。
無
量
衆
生
。
誦

是
咒
者
。
早
満
足
無
量
。
所
望
悉
地
故
。
是
能
超
度
。

７０

生
死
大
海
。
自
在
船
師
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
速

乗
無
上
。
大
悲
船
筏
故
。
是
能
生
長
。
一
切
善
根
。
大

（１０１）
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良
福
田
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。
早
植
無
上
。
菩
提

種
故
。
是
能
照
見
。
生
死
長
夜
。
大
智
燈
炬
。
無
量
衆

生
。
誦
是
咒
者
。
速
照
煩
悩
。
無
明
黒
闇
故
。
是
能
破

７５

滅
。
一
切
魔
軍
。
金
剛
甲
冑
。
無
量
衆
生
。
誦
是
咒
者
。

早
速
降
伏
。
大
力
四
魔
兵
衆
故
。
是
諸
仏
所
転
。
無

上
法
輪
。
諸
仏
以
此
咒
。
説
大
法
故
。
是
陀
羅
尼
。
如

大
師
子
王
。
勝
諸
明
咒
故
。
是
陀
羅
尼
。
如
大
聖
主
。

束
諸
摠
持
故
。
世
尊
是
陀
羅
尼
。
其
性
空
相
。
不
生

８０

不
滅
。
無
来
無
去
。
不
一
不
異
。
非
断
非
常
。
本
無
生

処
。
亦
非
遠
離
。
非
不
遠
離
。
世
尊
。
如
是
如
是
。
如
意

大
宝
珠
王
。
秘
密
神
咒
。
皆
是
離
四
句
百
非
。
其
体

平
等
。
譬
如
如
意
宝
珠
。
非
有
宝
。
非
無
宝
。
而
雨
一

切
。
無
量
珍
宝
。
是
陀
羅
尼
。
亦
復
如
是
。
離
有
宝
無

８５

宝
。
雖
無
色
身
相
好
。
形
貌
長
短
。
而
為
受
持
者
。
自

然
雨
於
。
無
量
妙
財
。
与
無
辺
楽
。
観
自
在
菩
薩
。
作

是
語
已
。
即
説
広
大
。
如
意
宝
珠
王
。
恒
雨
妙
宝
。
無

上
神
咒
曰
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ナ

モ
ア
ラ
タ
ン
ナ

タ
ン
ラ

ヤ

ヤ

ナ

モ

ア

リ

ヤ

ハ

娜
謨
囉
怛
娜
。
怛
羅
夜
也
〈
一
〉
娜
謨
阿
利
耶
。〈
二
合
〉
縛

キ
テ
イ

シ

ハ

ラ

ヤ

ホ

チ

サ

タ

ハ

ヤ

マ

カ

サ

９０
ロ

枳
帝
。
湿
縛
羅
〈
引
〉
耶
。
菩
提
薩
怛
縛
耶
。
摩
訶
薩

タ

ハ

ヤ

マ

カ
キ
ヤ

キ
ヤ
ヤ

タ
ニ
ヤ
タ

怛
縛
〈
二
合
引
〉
耶
。
摩
訶
迦
〈
引
〉

ロ

ニ

迦
耶
。
怛
姪
他
。

ヲ
ン

シ
ヤ
キ
ヤ
ラ

ハ

リ

チ

シ
ン

マ

マ

カ
ハ
ン
ト
メ
イ

ロ

ロ

斫
迦
羅
波
哩
底
。
震

タ

摩
ニ

。
摩
訶
鉢
頭
迷
。
嚕
嚕

チ
シ
ツ

シ

ハ

ア
キ
ヤ
ラ
シ
ヤ
ヤ

ウ
ン
ハ
ツ

ソ

ハ

カ

底
瑟

タ

。
入
縛

ラ

。
阿
迦
羅
灑
耶
。
吽
発

タ

。
莎
縛
賀

復
説
大
心
咒
曰

ヲ
ン

ハ
ン
ト

マ

シ
ン
タ

マ

ニ

シ

ハ

ラ
ウ
ン

９５

唵
。
鉢
頭
摩
。
震
多
摩
尼
。
湿
縛
羅
吽

復
説
随
心
咒
曰

ヲ
ン
ハ

ラ

タ
ハ
ン
ト
メ
イ
ウ
ン

唵
縛
羅
陀
鉢
頭
迷
吽

説
此
陀
羅
尼
時
。
十
方
仏
土
。
六
種
振
動
。
三
千
大

千
世
界
中
。
一
切
所
有
。
天
宮
。
龍
宮
。
夜
叉
宮
。
乾
闥

１００

婆
宮
。
阿
修
羅
宮
。
迦
楼
羅
宮
。
緊
那
羅
宮
。
羅

羅

迦
宮
。
皆
悉
動
揺
。
各
生
惶
怖
。
倒
頂

地
。
発
叫
喚

声
。
地
獄
餓
鬼
。
畜
生
住
処
及
余
無
暇
。
悪
趣
衆
生
。

皆
離
極
重
。
根
本
逆
罪
。
入
無
為
清
浄
。
大
宝
楼
閣
。

四
大
四
州
。
無
量
中
州
。
一
切
小
国
。
其
中
衆
生
。
皆

１０５

得
宿
命
智
。
自
然
果
楽
。
欲
界
色
界
。
無
色
界
。
梵
王

（１０３）
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帝
釈
。
無
量
諸
天
。
飛
行
自
在
。
受
勝
妙
楽
。
猶
如
仏

土
。
須
弥
山
。
持
双
山
。
持
軸
山
。
擔
木
山
。
善
見
山
。
馬

耳
山
。
毘
那
怛
迦
山
。
尼
民
達
羅
山
。
雪
山
。
香
山
。
一

切
諸
山
。
振
裂
動
揺
。
如
水
泡
溺
。
強
力
大
風
。
其
中

１１０

所
有
。
一
切
有
情
。
捨
是
身
已
。
生
於
天
上
。
受
妙
果

楽
。
外
海
内
海
。
江
河
川
流
。
無
量
大
海
。
一
切
水
流
。

皆
悉
涌
没
。
如

涌
沸
。
無
量
諸
国
邑
。
王
宮
聚
落
。

皆
悉
無
不
振
動

爾
時
観
自
在
菩
薩
。
白
仏
言
世
尊
。
我
於
過
去
。
無

１１５

辺
大
劫
中
。
歴
事
諸
仏
所
。
希
有
受
持
此
陀
羅
尼
。

増
長
一
切
。
浄
妙
白
法
。
増
長
無
量
功
徳
樹
王
。
根

茎
枝
葉
華
果
等
。
増
長
一
切
。
世
間
出
世
間
。
無
量

功
徳
。
世
尊
是
咒
。
諸
摠
持
陀
羅
尼
中
。
最
為
第
一

無
有
余
明
咒
。
与
此
大
如
意
宝
珠
。
満
願
王
。
咒
等

１２０

者
。
若
有
衆
生
。
於
未
来
世
。
誦
持
此
咒
者
。
以
本
願

故
。
我
来
其
人
前
。
随
所
望
意
。
令
満
一
切
。
無
量
大

願
。
若
少
若
多
。
不
果
遂
其
悉
地
者
。
不
得
名
為
。
如

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
九
号

（１０４）



意
宝
珠
。
大
秘
密
咒
。
或
有
善
男
子
善
女
人
。
誦
持

是
陀
羅
尼
者
。
堕
在
生
死
。
不
到
真
如
者
。
我
不
得

１２５

名
為
。
如
意
宝
輪
。
施
無
畏
者
。
爾
時
観
自
在
菩
薩
。

憐
愍
衆
生
。
覆
護
誦
持
咒
者
。
而
説
偈
言

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
大
火
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
大
水
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
大
風
難

１３０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
刀
杖
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
枷
鎖
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
怨
賊
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
悪
鬼
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
横
死
難

１３５

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
離
万
病
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
産
福
智
男

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
生
端
正
女

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
妙
七
珍

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
妙
衣
服

（１０５）
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１４０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
衆
味
食

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
象
馬
車

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
諸
眷
属

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
世
楽
具

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
高
貴
相

１４５

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
端
厳
相

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
富
饒
相

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
愛
敬
相

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
除
万
難

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
名
聞
相

１５０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
弁
才
相

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
音
声
相

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
愛
国
王
心

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
愛
貴
女
心

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
相
善
夫
妻

１５５

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
尊
一
切
人

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
獲
使
大
神
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専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
獲
離
咒
詛

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
断
三
毒
根

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
断
無
間
業

１６０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
断
三
途
苦

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
生
国
王
家

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
登
聖
王
位

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
飛
虚
空

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
動
須
弥

１６５

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
竭
大
海

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
振
大
地

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
返
流
水

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
登
妙
覚
位

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
證
法
性
身

１７０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
得
和
光
身

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
弁
諸
法
理

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
乗
般
若
船

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
登
涅
槃
山

（１０７）
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専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
入
無
為
殿

１７５

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
遊
諸
仏
刹

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
遇
慈
尊
会

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
見
金
色
身

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
見
諸
菩
薩

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
見
弥
陀
仏

１８０

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
見
諸
仏
身

専
心
誦
持
如
意
咒

我
速
令
生
天
上
宮

我
現
六
臂
荘
厳
体

大
悲
誓
願
深
如
海

経
劫
無
量
阿
僧
祇

悲
愛
衆
生
如
一
子

今
世
後
世
能
施
楽

三
世
諸
仏
慈
悲
水

１８５

皆
融
皆
円
皆
凝
湛

悉
入
我
独
大
悲
海

大
悲
三
昧
思
惟
手

難
度
衆
生
能
度
相

大
悲
三
昧
按
山
手

八
風
不
動
利
他
相

大
悲
三
昧
蓮
華
手

能
示
衆
生
不
染
相

大
悲
三
昧
如
意
手

願
求
衆
生
能
満
相

１９０

大
悲
三
昧
金
輪
手

能
転
法
輪
滅
罪
相
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大
悲
三
昧
数
珠
手

三
途
衆
生
離
苦
相

若
我
誓
願
大
悲
中

一
人
不
成
二
世
願

我
堕
虚
妄
罪
過
中

不
還
本
覚
捨
大
悲

復
世
尊
。
我
於
十
方
世
界
。
在
在
処
処
。
示
現
種
種

１９５

形
。
利
益
諸
衆
生
。
令
得
大
勝
利
。
為
仏
境
者
。
現
妙

覚
形
。
為
菩
薩
境
者
。
現
等
覚
形
。
為
支
仏
境
者
。
現

縁
覚
形
。
為
声
聞
境
者
。
現
声
聞
形
。
為
梵
王
境
者
。

現
梵
王
形
。
為
帝
釈
境
者
。
現
釈
提
形
。
為
自
在
天

境
者
。
現
自
在
天
形
。
為
大
自
在
天
境
者
。
現
大
自

２００

在
天
形
。
為
天
大
将
軍
境
者
。
現
天
大
将
軍
形
。
為

多
聞
天
境
者
。
現
毘
沙
門
形
。
為
小
王
境
者
。
現
諸

小
王
形
。
為
長
者
境
者
。
現
長
者
形
。
為
居
士
境
者

現
居
士
形
。
為
宰
官
境
者
。
現
宰
官
形
。
為
婆
羅
門

境
者
。
現
婆
羅
門
形
。
為
四
部
境
者
。
現
四
部
形
。
為

２０５

婦
女
境
者
。
現
婦
女
形
。
為
童
男
童
女
境
者
。
現
童

男
童
女
形
。
為
八
部
境
者
。
現
八
部
形
。
為
大
力
士

境
者
。
現
大
力
士
形
。
為
地
獄
鬼
畜
生
境
者
。
現
其

（１０９）
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類
形
。
現
如
是
等
。
種
種
異
形
。
為
衆
生
説
法
。
我
従

無
量
。
恒
河
沙
劫
已
来
。
得
普
現
色
身
三
昧
。
随
諸

２１０

衆
生
。
施
無
量
楽
。
世
尊
。
若
有
衆
生
。
欲
持
是
咒
者
。

先
念
我
本
師
。
無
量
寿
仏
復
次
読
誦
。
是
陀
羅
尼
。

然
後
称
念
。
我
名
号
者
。
早
得
無
量
。
福
徳
智
慧
。
世

尊
。
復
又
善
男
子
善
女
人
。
有
誦
持
是
陀
羅
尼
者
。

我
遣
無
量
。
十
地
菩
薩
。
梵
釈
四
王
。
及
執
金
剛
神
。

２１５

天
龍
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
修
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩

羅
伽
。
人
非
人
等
。
大
力
護
世
者
。
常
守
護
是
人

令
無
憂
患
。
爾
時
観
自
在
菩
薩
。
説
護
者
名
曰

我
請
自
在
王
菩
薩

薬
王
薬
上
妙
吉
祥

大
力
無
量
菩
薩
衆

常
令
守
護
誦
持
者

２２０

我
召
梵
釈
自
在
天

大
那
羅
延
吉
祥
天

大
力
無
量
諸
天
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
沙
竭
大
龍
王

大
威
徳
龍
強
力
龍

大
力
無
量
龍
王
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
師
子
王
夜
叉

妙
那
羅
延
夜
叉
神
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２２５

大
力
無
量
夜
叉
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
浄
根
乾
闥
婆

愛
楽
大
乗
乾
闥
婆

大
力
無
量
婆
王
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
妙
弁
阿
修
羅

大
堅
固
力
阿
修
羅

大
力
無
量
修
羅
衆

常
令
守
護
誦
持
者

２３０

我
召
浄
目
迦
楼
羅

如
意
宝
光
迦
楼
羅

大
力
無
量
迦
楼
羅

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
悦
意
緊
那
羅

受
持
妙
法
緊
那
羅

大
力
無
量
緊
那
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
神
通
摩

羅

大
威
徳
摩

羅
王

２３５

大
力
無
量
摩

羅

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
世
智
大
外
道

路
伽
耶
治
外
道
王

大
力
無
量
外
道
衆

常
令
守
護
誦
持
者

我
召
毘
舎
闍
大
鬼

毘
盧
陀
伽
大
鬼
王

大
力
無
量
鬼
王
衆

常
令
守
護
誦
持
者

２４０

我
召
金
翅
大
鳥
王

命
命
鳥
王
鸚
鵡
鳥

大
力
無
量
大
鳥
衆

常
令
守
護
誦
持
者

（１１１）
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我
召
琰
羅
大
魔
王

大
羅
刹
衆
種
種
類

大
力
無
量
魔
王
衆

常
令
守
護
誦
持
者

是
諸
菩
薩
。
及
梵
王
帝
釈
。
四
大
天
王
。
無
量
善
神
。

２４５

常
随
守
護
。
誦
持
如
意
宝
輪
。
陀
羅
尼
者
。
猶
如
奴

婢
駈
使
大
家
。
囲
繞
其
人
。
如
衆
星
繞
月
。
観
自
在

菩
薩
。
告
大
衆
言
。
若
有
善
男
子
善
女
人
。
於
末
世

中
。
誦
持
是
陀
羅
尼
時
。
不
隔
浄
与
穢
。
亦
不
有
借

浄
衣
。
及
以
齋
戒
。
又
不
択
日
月
吉
凶
。
但
口
読
誦
。

２５０

心
念
不
怠
。
如
前
所
説
。
功
徳
成
就
。
若
欲
修
是
法

者
昼
夜
常
不
息
。
若
誦
。
八
百
徧
。
現
身
必
得
見
。
観

自
在
菩
薩
。
荘
厳
色
身
。
誦
満
十
千
徧
。
見
於
金
剛
薩

埵
真
身
。
一
切
明
咒
。
自
然
成
就
。
誦
一
万
三
千
徧
。

得
見
一
切
。
諸
仏
如
来
。
七
日
誦
是
咒
。
仙
王
真
身
。

２５５

現
在
於
前
。
以
諸
明
咒
。
施
与
安
楽
。
一
切
所
求
。
七

日
之
中
。
無
不
成
就
。
毎
日
後
夜
。
誦
三
千
遍
。
帝
釈

天
王
。
及
諸
天
女
来
下
。
与
授
福
徳
。
根
本
神
咒
。
大

心
咒
。
随
心
咒
。
各
誦
一
千
八
徧
。
然
後
手
取
。
薬
白
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牛
王
。
塗
観
自
在
菩
薩
足
。
并
塗
眼
中
。
所
有
眼
病
。

２６０

無
不
除
差
。
二
徧
塗
之
。
頭
病
口
病
。
悉
得
除
愈
。
三

遍
塗
之
一
切
鬼
魅
。
及
以
癲
狂
。
皆
得
除
滅
。
四
徧

塗
之
。
一
切
毘
那
夜
迦
。
悉
皆
退
散
。
五
徧
塗
之
。
一

切
怨
家
。
速
降
伏
。
至
第
六
遍
。
一
切
罪
障
。
悉
得
除

滅
。
乃
至
七
日
。
一
切
男
女
。
貴
賤
道
俗
。
皆
悉
随
伏
。

２６５

至
二
七
日
。
得
大
自
在
。
至
三
七
日
。
一
切
国
央
。
散

位
。
自
然
従
随
伏
。
至
四
七
日
。
一
切
夜
叉
男
夜
叉

女
。
皆
悉
随
伏
。
至
五
七
日
。
羅
刹
男
羅
刹
女
。
悉
皆

随
伏
。
至
六
七
日
。
得
幻
術
。
現
種
種
身
。
至
七
七
日
。

摩
訶
迦
羅
。
諸
鬼
神
母
。
皆
悉
随
伏
。
乃
至
二
十
一

２７０

七
日
。
或
見
隠
形
者
。
或
見
諸
伏
蔵
。
或
入
諸
窟
宅

門
。
或
服
諸
仙
薬
。
或
見
大
仙
身
。
或
見
観
音
身
。
或

得
騰
虚
空
。
或
見
諸
仏
刹
土
。
并
仏
身
。
満
一
年
際
。

塗
秘
密
薬
。
五
眼
清
浄
。
与
衆
生
共
。
如
前
諸
説
。
皆

悉
具
足
。
世
尊
。
如
是
如
是
。
無
量
衆
生
。
仏
滅
度
後
。

２７５

於
末
世
中
。
受
持
是
咒
。
如
法
修
行
。
常
誦
念
。
不
生

（１１３）
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懈
怠
者
。
我
与
無
量
寿
仏
。
勢
至
。
普
賢
。
文
殊
大
聖
。

及
以
無
量
大
仙
衆
。
俱
来
其
所
。
摩
頂
守
護
。
不
離

前
後
。
哀
愍
覆
護
。
猶
如
一
子
。
其
人
以
仏
力
。
及
神

咒
力
。
於
凡
夫
身
。
毎
日
晨
朝
。
入
諸
三
昧
。
遊
無
量

２８０

仏
土
。
供
養
諸
仏
。
入
無
量
穢
土
。
利
益
含
識
。
或
入

功
徳
。
首
楞
厳
三
昧
。
成
就
一
切
。
如
来
智
地
。
得
無

生
法
忍
於
諸
仏
法
。
而
得
自
在
或
入
師
子
光
明

三
昧
。
得
登
一
切
。
大
智
山
頂
。
摧
伏
愚
学
。
令
諸
衆

生
。
達
生
死
源
。
或
入
諸
仏
国
。
入
智
三
昧
。
見
於
諸

２８５

仏
。
微
妙
浄
土
。
厳
飾
宝
色
。
或
入
清
浄
。
意
楽
三
昧
。

遠
離
三
業
。
罪
障
垢
染
。
受
諸
法
楽
。
或
入
無
憂
大

明
三
昧
。
離
生
死
憂
愁
。
受
浄
妙
楽
。
或
入
神
通
遊

楽
三
昧
。
遊
於
他
方
仏
土
。
見
無
量
善
事
。
或
入
金

剛
光
明
三
昧
。
一
切
国
土
。
鉄
囲
山
。
大
鉄
囲
山
。
須

２９０

弥
山
。
一
切
諸
山
。
皆
現
身
中
。
或
入
智
力
。
降
伏
三

昧
。
伏
滅
無
量
大
魔
衆
。
身
心
遊
楽
。
無
有
怖
畏
。
如

是
等
。
諸
大
三
昧
。
依
誦
如
意
宝
珠
。
陀
羅
尼
故
。
所
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成
就
也
。
若
誦
如
意
宝
珠
。
大
神
咒
者
。
身
体
在
穢

国
。
心
神
遊
楽
。
諸
仏
刹
土
。
世
尊
。
若
少
我
所
説
。
有

２９５

虚
妄
過
者
。
終
不
遂
果
。
大
悲
誓
願
。
仮
使
有
人
。
得

大
飛
行
。
尽
虚
空
界
。
大
悲
誓
願
。
不
究
其
際
。
仮
使

蚊
虻
。
以
微
少
口
。
吸
竭
大
海
。
大
悲
誓
願
。
不
測
源

底
。
仮
使
螻
蟻
。
以
弱
少
力
。
荷
負
須
弥
。
大
悲
誓
願
。

三
世
不
動
。
仮
使
仏
眼
。
堕
落
大
地
。
無
量
億
劫
。
不

３００

還
本
覚
。
大
悲
誓
願
。
不
堕
両
舌
。
世
尊
。
我
於
無
量

曠
劫
。
説
悲
願
広
大
。
不
尽
其
際
。
是
故
今
日
。
但
略

説
耳

爾
時
世
尊
。
告
観
自
在
菩
薩
言
。
善
哉
汝
為
利
益

衆
生
。
於
閻
浮
提
。
流
伝
此
法
。
但
楽
誦
持
。
是
神
咒

３０５

者
。
成
就
功
徳
。
如
汝
所
説
。
観
自
在
菩
薩
。
白
仏
言

世
尊
。
我
以
是
大
陀
羅
尼
神
咒
。
利
益
一
切
衆
生
。

令
満
一
切
。
無
辺
大
願
。
是
故
衆
生
。
応
当
礼
拝
。
受

持
読
誦
。
勿
生
疑
惑
。
爾
時
会
中
。
無
量
菩
薩
。
梵
王

帝
釈
。
一
切
大
衆
。
礼
拝
讃
歎
信
受
奉
行

（１１５）
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３１０

随
心
如
意
輪
心
経

本
云
応
永
第
八
〈
辛
巳
〉
正
月
十
八
日
且
仰
本
尊
大
悲

之
誓
願
且
任
若
樹
若
石
之
聖
言
請
一
山
大

衆
浄
財
命
工
刊
板
安
置
書
写
山
如
意
輪
堂

伏
乞
伽
藍
常
住
仏
日
増
光
法
宝
怛
鎮
継
燭

３１５

不
断
大
衆
和
合
住
四
安
楽
修
一
乗
行
得
浄

諸
根
一
生
之
中
入
妙
覚
位
而
已

善
法
住
持
沙
門
心
空
謹
誌

此
経
湮
没
年
尚
矣
偶
得
心
空
上
人
之
印
本

謹
書
写
之
以
鏤
梓
伏
冀

令
法
久
住
流
伝

３２０

此
経
人
人
会
円
通
性
海
個
個
得
如
意
宝
珠

維
時
元
禄
第
七
〈
甲
戌
〉
載
孟
春
十
八
日

播
陽
書
写
山
東
麓
如
意
輪
寺
住
持
実
胤
敬
誌

書
肆

播
州

春
曙
堂

板
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